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改
正
食
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衛
生
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上
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に
漬
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と
に
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衆
議
院
議
員
緑
川
貴
士
君
提
出
改
正
食
品
衛
生
法
上
の
営
業
許
可
対
象
に
漬
物
製
造
業
を
追
加
す
る
こ
と
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
に
お
い
て
、
「
都
道
府

県
は
、
公
衆
衛
生
に
与
え
る
影
響
が
著
し
い
営
業
（
食
鳥
処
理
の
事
業
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の
の
施

設
に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
、
条
例
で
、
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
必
要
な
基
準
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
漬
物
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
（
以
下
「
許
可
営
業
」
と
い

う
。
）
と
し
て
、
食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
十
五
条
第
二
十
九
号
に
規
定
し
て

い
る
。 

 
 

漬
物
製
造
業
に
係
る
当
該
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生

省
令
第
二
十
三
号
）
別
表
第
二
十
第
二
十
七
号
に
お
い
て
、
各
種
漬
物
の
製
造
に
当
た
り
共
通
し
て
必
要
と
な
る
基
準
と
浅

漬
け
の
製
造
に
際
し
て
特
に
必
要
と
な
る
基
準
に
分
け
て
規
定
し
、
漬
物
の
製
造
方
法
に
応
じ
た
基
準
を
設
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
衆
衛
生
の
見



 

２ 

 

地
か
ら
必
要
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

十
六
号
）
第
百
七
十
四
条
の
三
十
四
第
二
項
又
は
同
令
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
準
用
す
る
同
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
、
当
該
都
道
府
県
の
定
め
た
基
準
に
指
定

都
市
又
は
中
核
市
の
区
域
に
お
け
る
公
衆
衛
生
上
必
要
な
制
限
を
付
加
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
法
第
五
十
四
条
又
は
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
四
第
二
項
若
し
く
は

同
令
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
四
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
及
び
中
核
市
は
御
指
摘
の
「
地
域
の
実
情
」
に
応
じ
て
公
衆
衛
生

の
見
地
か
ら
必
要
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
同
法
の
施
行
に
よ
る
漬
物
製
造
業
の
一
律
規
制
は
、
高
齢
者
雇
用
の
促
進
な
ど
政
府
が
掲
げ
る
「
人

生
百
年
時
代
構
想
」
に
も
逆
行
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
漬
物
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

従
来
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
「
漬
物
の
衛
生
規
範
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
四
日
付
け
環
食
第
二
百



 

３ 

 

十
四
号
厚
生
省
環
境
衛
生
局
食
品
衛
生
課
長
通
知
）
に
よ
り
、
許
可
営
業
以
外
の
法
第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
営
業
（
以

下
「
非
許
可
営
業
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
及
び
特
別
区
の
区
長
に
よ
る

法
第
三
十
条
第
二
項
に
基
づ
く
監
視
指
導
の
規
範
を
示
し
、
そ
の
衛
生
の
確
保
に
努
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
四
年
八

月
に
白
菜
の
浅
漬
け
を
原
因
と
す
る
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
一
五
七
に
よ
る
大
規
模
な
食
中
毒
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
、
製

造
工
程
が
長
期
間
に
な
る
ほ
ど
、
製
造
中
の
食
品
に
含
ま
れ
る
細
菌
等
が
繁
殖
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
許
可
営
業
に
漬
物
製
造
業
を
追
加
し
、
漬
物
の
製
造
に
係
る
食
品
衛
生
の
確
保
を
図
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

許
可
営
業
に
漬
物
製
造
業
を
追
加
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
二
十
三
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
同
令
の

施
行
の
際
現
に
漬
物
製
造
業
等
の
非
許
可
営
業
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
同
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
間
は
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
不
要
と
す
る
経
過
措
置
を
設
け
る
な
ど
、
御
指
摘
の
「
生
産
者
」
、

「
製
造
者
、
農
産
物
生
産
者
」
等
に
対
す
る
配
慮
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
生
産
者
」
、
「
製
造
者
、
農
産
物
生
産
者
」
等
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
飲
食
に
起



 

４ 

 

因
す
る
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
を
防
止
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
康
の
保
護
に
努
め
て
い
き
た
い
。 


